
平成 25年度


大学院生物システム応用科学府


共同先進健康科学専攻 


履 修案内 


国立大学法人東京農工大学




目次

共同先進健康科学専攻の概説

1.教育研究上の理念� …....................................................................... 1 


2.教育の特色� 

3. デイブロマ・ポリシー，カリキュラム・マップ，

H Hカリキコラム・フローチャート ・・………...・� ・-………………………...・� ・...� 2 


4. コースツリー …・・…...・� ・..………...・� ・..………'"・� ・..…...・� ・-・……………・� 6H H H H

履修方法の概説


し授業科目区分の概説� ….................................................................... 7 


2. 修了要件 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 8 


3. 履修方法 H....・ ・..…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 8 


4. 研究題目の届出 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……...・� ・...� 9H

教育課程表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 10 


連絡教員一覧 ....・ ・...・� ・-…....・� ・...............................................................� 11H H H

キャンパス配置図

東京農工大学小金井キャンパス配置関 ....・ ・....・� ・-…...・� ・....・� ・..…...・� ・-…� 12H H H H H

東京農工大学 府中キャンパス配置図 ....・ ・..・・� ・H ・.......・� ・......・� ・..……� ・H ・.� 15
H H H H H

早稲田大学 先端生命医科学センター案内図 ….....・� ・...……・・……….....・� ・....� 18H H

早稲田大学所沢キャンパス案内図 ……...・� ・..………………...・� ・-……...・� ・...� 19H H H

早稲田大学西早稲田キャンパス案内図 ...・ ・......・� ・......・� ・....・� ・.....・� ・-……� 20H H H H H



共同先進健康科学専攻の概説

1.教育研究上の理念

東京農工大学と早稲田大学とによって設置する“共同先進健康科学専攻"は、国立大学(東京農

工大学)と私立大学(早稲田大学)との連携による園内初の共同専攻である。

経済・社会・文化のグローパル化が急速に進展している今日、理系の大学院教育を通して求めら

れているのは、国際的に通用する研究開発力と多彩な視点により学問領域を超えた判断能力、リー

ダーとしての総合力を有する人材の育成である。

そこで、本共同専攻では理学・工学・農学の領域融合型で先端的な大学院教育により、本共同専

攻修了者が産業界等で高く評価される教育の実現に向けて、多様な課題に解決能力と探究能力を発

揮しうる人材の育成を主眼とし、豊かな教養と広い国際感覚及び高い倫理観を有する人材を養成す

ることを教育研究上の理念とする。

また、本共同専攻は、両大学大学院の生命科学、環境科学、食科学分野の専任教員が融合して共

同で同一専攻を組織することにより、理工農学の融合はもとより、獣医学、薬学、スポーツ科学、

リスク管理、国際コミュニケーション等の幅広い分野を組み入れた、高度な博士後期課程の教育プ

ログラムを構築している。これにより、人類の福祉と幸福である「健康|を先進的学問領域として

教育研究し、本共同専攻の修了者が、国内外の産業界等で高く評価され、「健康」に関わる各種領

域でリーダーとして活躍することを狙いとする。 

2.教育の特色

本共同専攻では、コースワーク、論文作成指導、学位論文審査等の各段階が有機的なつながりを

持って博士の学位授与へと導く教育のプロセス管理の重要性を踏まえて、コースワークの充実を図

る科目群として、.学術研究分野を重視した「専攻基軸科目 j、「専門科目」と、国際的な場でのコミュ

ニケーション能力、コーデイネート能力を重視した「演習科目 j、「実践英語教育科目 jの計 4つの

科目群を設定している。

また、これら科目群全てに必修、選択必修もしくは選択科目の区分を設定し、学術的な専門性だ

けでなく国際性、国際的なレベルでの社会性を養うことで本共同専攻の博士号取得者が固際的な場

で活躍できることを実現可能としている O
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3.ディプロマ・ポリシ一，カリキュラム・マップ，カリキュラム・フローチャー卜

(1)ディプ口マ・ポリシー

1.修士・博士課程修了にあっては、以下� A-Cの点に達成していることを基準とする。� 

(A)各専門分野ならびに関連する学問分野について、専門的ならびに多面的な知誌と、そ

れらを運用する能力を身につけていること。� 
(8)各専門分野や融合分野における高度な研究開発能力を身につけていること。� 

(C)高度なコミュニケーション能力や社会的倫理観を備え、国内外の研究開発リーダとな

りうる素養を身につけていること。� 
2.修士・博士課程にあっては、所定の年限在学し、研究指導を受け、カリキュラム・ポリシー

に基づく所定の単位数を修得し、かつ、本学府が行う修士論文審査および最終試験に合格
した者に、修士(農学・工学・学術)、博士(農学・工学・学術・生命科学)の学位を与える。

AI	
現象に対し、異なる学問分野から習得した多角的な視点で観察でき、それらを論理的に考� 

察し総括する能力を身につけていること。� 

CI生命科学・食科学・環境科学に関わる先端研究を推進する能力を身につけていること。
BI 

②産業界で新製品開発や新技術開発を牽引する能力を身につけていること。

①高度なプレゼンテーション能力およびコミュニケーション能力を有し、囲内外を問わず

CI 
成果発表・広報・情報収集等に活躍できる能力を身につけていること� O

②国際基準の機器 ・新薬 ・分析法等の開発とリスク管理や審査プロセスを統括する能力を

身につけていること。� 
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(2) カリキュラム・マップ 

①生命科学・食科学・環境科学に関わる先端研究を推進する能力を身につけていること。B ②産業界で新製品開発や新技術開発を牽引する能力を身につけていること。

①高度なプレゼンテーション能力およびコミュニケーション能力を有し、国内外を問わず成果発表・広報・情報収集等に

C 活躍できる能力を身につけていること。
②国際基準の機器・新薬・分析法等の開発とリスク管理や審査プロセスを統括する能力を身につけていること。

博士課程

専謂軸

実践英語
教育科目

演習科目 
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(3)カリキュラム・フローチャー卜

博士課程

イノベーションリーダーシップ

[専門科目]

分子病態制御学特論

知覚運動制御特論

先進がん治療特論

イノベーションリーダーシップ

[実践英語教育科目 ]

ミナーI

実践プレゼンテーション特論I

実践プレゼンテーション特論II

実地研修研究特論 

脳-こころの健康医療科学特論

環境ゲノム情報解析特論

生活習慣病予防学特論

実践生物統計学 

I演習科目

先進健康科学計画研究

先進健康科学セミナーII

実践プレゼンテーション特論I

獣医学概論

実験動物学特論

疾患モデル学特論

分子再生医学特論

分子腫蕩学特論

脳・こころの健康医療科学特論

環境ゲノム情報解析特論

生活習慣病予防学特論

実践生物統計学

[演習科目 1
先進健康科学計画研究

先進健康科学セミナーII

実践プレゼンテーション特論I

実践プレゼンテーション特論 II

実地研修研究特論 

[専攻基軸科目]

化学物質総合管理学

生活環境総合管理学

食農総合管理学

[実践英語教育科目] 

ProfessionalCommunication 

Advaneed Technical Reading and Writing 

[演習科目

先進健康科学セミナーII

実践プレゼンテーション特論I

実践プレゼンテーション特論II 
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実践プレゼンテーション特論I

実践プレゼンテーション特論II

実地研修研究特論

[専門科目] 

I演習科目 ]

先進健康科学セミナーII

実践プレゼンテーション特論I 

ミナー III

実践プレゼンテーション特論I

実践プレゼンテーション特論II

実地研修研究特論 

セミナーIII

実践プレゼンテーション特論I

実践プレゼンテーション特論II

実地研修研究特論

I実践英語教育科目] 

Professional Communication 

Advanced Technical Readingand Writing 

[演習科目1
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4. コースツリー 

1年次 2年次  
/
i
l
i
1
1
1
1
l
i
l
-
-
i
i
 

生 命科学 食科学{生活習慣翁予防特幽、生体
(獣医学機随、実験動物 分子反応符険.実践生物統計学、時間栄
学符也、疾$.モデル学特 養・!I理学特泊)
泊、分子病態制御学特蛤、
分子再生医学特蛤.知覚
運動制御特槍、先進が
ん治療特泊、分子鵬 環境栴学(鵬パイオ分相伴繍‘
学特鎗.脳・こころの健 濁墳微生物学特愉、環境ゲノム情相解析特
康医療科学特1*.健康 自由、植物環境工学特筒、環境生物資源特.、
免疫学特鏑1I療生理学特鎗)  

専
門
科
目
�
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履修方法の概説�  

1圃授業科目区分の概説

共同先進健康科学専攻の教育課程は、専攻基軸科目、実践英語教育科目、専門科目(生命科学、

環境科学、食科学)、演習科目の区分からなっている� O

各科目区分の教育目的は、次のとおりとする。

①専攻基軸科目

レギュラトリーサイエンスや創薬前臨床試験の実施項目・ガイドライン等に精通した人材の養成

を目指し、感染症と防御に関する科目、リスク管理に関する科目等、健康に関わる生命科学に必須

な化学物質や生物の総合管理を中心に、コミュニケーション等を含めた社会ニーズに応える基軸的

分野の科目として開講する� 各科目� 2単位とし、選択必修科目から� 1科目� 2単位以上を修得しなけO

ればならない。� 

② 実践英語教育科目

英語の読み書きに加えて、国際的に通用する実質的なコミュニケーションスキルや、プレゼンテ

ーション、交渉スキルの修得を目指す科目として開講する� Q

各科目� l単位とし、� 2科目� 2単位以上を修得しなければならない。

③専門科目

生命科学、食科学、環境科学の各分野の先進的かっ幅広い知見を修得するとともに、各教員の研

究活動に基づく最先端の関連分野の科目を開講する O

各科目� 2単位とし、先進健康科学分野の中心をなす生命科学科目の選択必修科目から� 1科目� 2単

位以上を修得すると共に、環境科学と食科学科目のいずれかの選択必修科目から� 1科目� 2単位を修

得し、合計で選択必修科目から� 2科目� 4単位以上を修得しなければならない。

④演習科目

関連学術分野の課題設定・課題解決型立案やプレゼンテーションスキルを培い、「実践英語教育

科目」で養った英語プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力およびデイスカッション能

力を生かして、国際学会等での十分なデイスカッションができるレベルの能力を養う。

各科目� 4単位とし、必修科目から� 3科目12単位を修得しなければならない。� 
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2.修了要件

科目区分 修了に必要な修得単位数

専攻基軸科目 選択必修:2単位以上

実践英語教育科目 選択:2単位以上

生命科学 選択必修:2単位以上

選択必修:� 
専門科目 環境科学

選択必修:2単位以上 4単位以上

食料学

演習科目 必修:12単位

合計� 20単位以上� 

3.履修方法(履修申告)

授業科目を履修し、単位を修得するには、履修申告が必要である。

履修申告は、大変重要な手続きで申告のない授業科目は、授業や試験を受けることができないた

め、単位を修得することができない。自分が履修すべき科目について、学生便覧、履修案内等で十

分検討し、計画を立て確実に行うこと。

(1) 履修申告の期間

別途、掲示する履修申告期間内に行うこと� o (掲示に留意すること) 

(2) 	 履修申告の手続

履修申告は、所定様式により行うこと。

また、他の学府の授業科目及び学部の授業科目を含め、履修する全ての科目について申告

すること。� 

(3) 	 履修申告の確認

別途、掲示する履修確認期間内に確認を行うこと。� 

(4) 	 本学の他の学府等の授業科目の修了要件算入

指導教員が教育上有益と認める場合は、所定の手続きを経て本学の他の学府等の授業科目

を履修することができる。

これにより修得した単位は10単位を限度として修了に必要な単位数のうち、その他の科目

区分の選択単位数に算入することができる。ただし、学部及ぴ博士前期課程(修士課程)の

授業科目を履修することができるが、修得した単位は修了要件に算入しない。

[履修上の注意]

①履修申告に際しては、学生便覧及び履修案内を熟読の上、指導教員から履修上の指導を受

け、履修計画を立てること。

②履修上の諸注意等については、掲示により周知することが多いので、事務室からの掲示に

留意すること� O 
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4.研究題目の届出

入学後、研究指導を受けようとする研究事項(研究題目及び研究計画)を、指導教員の指導のも

とに決定し、「研究題目届(所定様式)Jを提出しなければならない。(教育規則第� 9条)

(1)届出用紙の配布及び提出場所

生物システム応用科学府事務室� 

(2)提出期間

履修申告期間内

(届出用紙様式)

君Ij紙様式1

平成 年 月 日

東京農工大学大学院

生物システム応用科学府長 殿

平成 年度入学

博士前期・後期課程 専攻

学籍番号

氏名�  ⑮ 

研 究題目届

研究題目

研究計画

指導教員名
(主) 

⑮ 

備考

注)副指導教員欄には、早稲田大学所属の専任教員を先に記載すること O 
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共同先進健康科学専攻(博士課程) 教育課程表

開講大学・単位数 開講予定

科目

区分
授業科目名 東京農i早稲田 担当教員� I年次� 2年次� 3年次 履修要件

工大学大学 前期!後期 前期� i後期 前期i後期� 
0化学物質総合管理学� 2 (増田 優)� O O 

。生活環境総合管理学� 2 竹山春子 。� 

0食農総合管理学� 2 竹山春子�  O 
選択必修� 2単位以上

。感染症総合管理学� 2 竹山春子�  O 

研究倫理� 2 <朝日 透>�  O 。

イノベーションリーダーシップ� 2 く朝日 透>�  O 。� 

Professional Communication T 各教員� O 。� 

Advanced Technical Reading and Writing 各教員 。� C 
選択:2単位以上� 

Advanced Technical Pre配� nt机� on 各教員� O O 

Workplace English 1 各教員� O O 

。獣医学概論� 2 松岡浩珍�  O O 

。案一動物学特論� 2 田中あかね� O Oi 

。疾患モデル学特論� 2 稲田金規�  O 。

。分子病態制御学特論� 2 松田浩珍�  O C 
生� 0分子再生医学特論� 2 田中あかね� O O 選択必修
命科学

。知覚運動制御特論� 2 田中秀幸�  O O 2単位以上

先進がん治療特論� 2 (山口 建)� O O 

分子腫蕩学特論� 2 <仙波憲太郎> O O 

脳・こころの健康医療科学特論� 2 <大島登志男> O O 

科専門
。健康免疫学特言語� 2 鈴木克彦�  O 。 選択必イ~: 

日
0環境バイオ分析化学特論� 2 田中 剛 。� O 4単位以上

環境微生物学特論� 2 <片山葉子> 。� O 

苦環学
環境ゲノム情報解析特論� 2 ! <養王回正文> 。� O 

植物環境工学特論� 2 ! く小関良宏>�  O O 

。環境生物資源特論� 2 竹山春子�  O O 選択必修� 

0環境生理学特論� 2 柴田重信�  O O 2単位以上

。生活習慣病予防学特論� 2 宮浦千里�  O O 

生体分子反応特論� 2 <長津和夫>  O O 
食科学

0実践生物統計学� 2 大森啓太郎� O O 

0時間栄養・薬理学特論� 2 柴田重信�  O O 

。先進健康科学計画研究 各教員� O O 

。先進健康科学セミナー� I 4 各教員� O 

。先進健康科学セミナー� E 4 各教員� O 

演習科目 先進健康科学セミナー皿� 4 各教員� O 必修� 12単位

実践プレゼンテーション特論� I 4 各教員� O C O 

実銭プレゼンテーション特論E 4 各教員� O O O 

実地研修研究特論� 4 各教員� O O O 

。印の科目は必修科目、� O印の科目は選択必修、� 0-0印以外の科目は選択科目� 
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連絡教員一覧

(1)東京農工大学所属専任教員

教 員 室� E-mail 
教 員 名

キャンノfス 研究室 電話番号� (※) 

教授 宮浦千里 小金井� 12号館508号室� 388-7390 mlyaura 

教授 松田浩珍 府 中�  7号館214号室� 367-5784 hiro 

教授 田中あかね 府 中�  7号館212号室� 367-5925 akane 

准教授 田中 側 小金井� 11号館308号室� 388-7021 tsuyo 

准教授 稲田全規 小金井� 12号館202号室� 388-7402 inada 

准教授 田中秀幸 小金井� 12号館427号室� 388-7965 tanahide 

講師 大森啓太郎 府中�  7号館210号室� 367-5251 k-ohmori 

※ E-Mailアドレスには、� r@cc.tuatac.jpJを付してください

(2)早稲田大学所属専任教員

教 員� 
t圭ヨF 

主主 E-mail 
教 員 名

キャンパス等 電話番号� (※) 

教授 竹山春子�  
先端生命医科学センタ� (TWlns) 

C211号室(新宿区若松町)� 
03-5369-7326 haruko-takeyama 

教授 柴田重信�  
先端生命医科学センタ� (TWlns) 

03-3341-9815 shibatas 
C302号室(新宿区若松町)

所沢キャンパス100号館� 
教授 鈴木克彦�  04-2947-6898 katsu.suzu 

718号室(埼玉県所沢市三ケ島)� 

※ E-Mailアドレスには、� r@was巴da.jpJをイすしてください� 

-11-



東京農工大学

小金井キャンパス配置図

1.建物配置図

至立)11	 J R中 央 線 宝新宿� 

ラーユング受講室e1.L081階1号館8	本館BASE

1 F 講義室 1~3	 2階� PC教室� (2A) 

2F 生物システム応用科学府事務室	 3階� PC教室� (3A) 

中央棟� 4階� PC教室� (4A) 

1 F 教務係，学生生活係，入試係� 11号館�  1階� L1111-Ll114 

3F 保健管理センタへ会計係� 5階� L1151-L1153 

4号館�  1階� L0411 12号館�  1階Ll211~Ll217 

6号館�  2階製図室�  13号館�  2階Ll321~L1322 

3階L0631 3階Ll331~Ll332 

7号館�  1階� L0711 講義棟 	  l階� L0011~L0017 

2階� L0021~L0026 

3階� L0031-L0035 

一� 12 



2“講義室 

BASE本館  

1階 

l1ii下

アトリウム 

講義103

講義室 2

講義室 I 

-a~lE 

[4号館 1 

1階 

(6~friil 

2階 

317，占

r~室 J封入n
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[H号館]� 

11帯� d皆� 3階� l階� 

08]] PC教室� PC教室� PC教室� 

2A 3A 4A 

教務第一係
掲示板� 

[11号舵i 

l階� iEifiili¥入11 ド皆5 

[12号館]� 

t
-
l
・t-」

[講義棟l 

11清� 

[13号向ijl 

2防� 
2陪� 

13:n 

3附� 31苦� 
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m;J{農工大学

府中キャンパス配置図

1.建物配置図

東車農� l大学

本部地区

田保健管理� kンター

本館・講堂� 

1 F 教務係

学生生活係� 

2F 本� 21.本-22A，本� -22B

本� 23，本一24，本-25(自習室) 

I号館� 

1 F 1-11 


2号館 
  

1 F 2-1 2-12. 2-13. 2-14 
1， 

F-2A. F-2B. F-2C 1，2-22 F 


第� 2講義棟� 

1， 講1 F 2
 1 2講一12
 

2 F 2講一2 2講一22
 1， 

4F 視聴、覚教室

新4号館 
  

3 F 4-32 


5号館 
  

1 F 5-11， 5-12， 5-13 

第� l講義棟 
  

1 F 1講一12，� 1講一16，� 1講-17，
 

I講一18
 

，23講一1，22講一11，2講一2 F 1

l講-24，1講一25
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2.農学部講義室

農学部講義室は� 3種の数字又は文字で示し，最初は号館を，� 2番目は階数を，

最後の桁はその階における講義室を正面入口から近い順に若い番号で表す。� 

(倒)� 1-11号は� 1号館の� l階の� I号講義室を意味する
↑↑ヘ¥

(号館)(階)(室) 本 館→本�  4 号館→�  4 
1
2


号館→�  1 5 号館→�  5
号館→�  2 農学部第l講義棟→� 1講

農学部第2講義棟→� 2講� 

農学部本館�  

1階� 2階� 

1号館� 2号館� 

l階 1楕 2階 3繕� 

「一一一-
WC 

-ー....._ 1-

陀

軒

町

制

C
}
 

堂

、
、、，

、，
、{

n
v
女

C

、)
・，
、
�
 

、n
‘・r
{女

C

}

C

J

H
-f f

r
C

}
C

}

vc、，� 

t
 

v
-n
v

1階� 2階� 4階 5号館� l階

一一一n 

町
川
町
制

代

如

何

刷

、:
r
t
 

町九附� 
K
M

、，tvt
 

(~) T
WC

、、C 

'男)

(!<) 
州

11'( 
(<t，功 

2-14号� 

2-13号� 

{金} 
2-12号� 

農学吉宮第� 2餓幾棟� 

ト十|
 
F
L

r
Lv
h

，
V
E

，
 

晴

片

W

W

wc WC 
(，，) {伺} 

邑1

車 問� 
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Z

τ 一一
学

階

副
署 

ム 

2踏� 

111品� -25号� 

lI誠一国
 

1，，¥'1 -21~. 
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早稲田大学

先端生命医科学センター� [TWlns]案内図� 

妙械、1

J診.:lI.._

荻野ノ
々々 γ/

キぶ/
場，// 

東京女子医科大学

所在地/アクセスルート

。住所� 162-8480東京都新宿区若松町2・2 

TEL 03-5369・73∞(早稲田大学先端生命医科学センター事務所)� 

0都営大江戸媒(若松河田駅徒歩� 5分)

(牛込柳町駅徒歩5分)

。都営新宿線(曙橋駅徒歩� 8分)

。パス(宿74系統、宿75系統、早81系統(早大正門より)ー東京女子医科大学前下車徒歩� 2分)

(高71系統(都立障害者センター前より)一東京女子医科大学前下車徒歩� 2分)� 
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マップ上の号館番号 

100号館 

101号館 

102号館 

105号館 

106号館 

110号館

所在地/アクセスルート

早稲田大学

所沢キャンパス案内図

施設名称

人間科学部・スポーツ科学部・人間科学研究科・スポーツ科学研究科・

所沢図書館・人間総合研究センター施設・保健センター所沢分室

教室棟

所沢学生共同利用棟

所沢スポーツホー Jレ

アクアアリーナ

フロンテイア・リサーチセンター

。住所 359・1192所沢市三ケ島 2-579-15

く〉西武線(小手指駅西武パス 15分) 

-19一



早稲田大学

西早稲田キャンパス案内図

~~至池袋

明
治
通 

至新宿毎」ムー邑 1∞m り

マップ上の号館番号 施設名称

51号館 理工学術院統合事務所・理工学図書館・保健センター西早稲田分室 ・

芸術学校事務所・研究棟 
52号館 学生読書室・理工学部教室

53号館 学生読書室・理工学部教室

54号館 理工学部教室

55号館 研究連携課・理工学研究所・研究棟・環境保全センタ」

56号館 生協カフ ェテリア・理工学部教室・実験室

57号館 購買部・ 書籍部・製図室・視聴覚教室

58号館 実験室・研究棟

59号館 実験室・研究

60号館 研究棟・男女共同参画推進室(西早稲田サポートセンター)

61号館 映像情報ラボ・実験室・研究棟

62号館 ハイテク・リサーチセンター(研究棟)

63号館 カフェテリア・売庖・情報ギャラリー・実験室・端末室 ・理工学部教室 ・

研究棟

65号館 実験室・研究棟

66号館 シルマンホール(研究棟)

所在地/アクセスルート


。住所 169-8555 新宿区大久保3-4-1
 
OJ R山手親(高田馬場駅徒歩15分)

く〉西武線(高田馬場駅徒歩15分)

。地下鉄東京メトロ(副都心線西早稲田駅直結)


(東西線早稲田駅徒歩22分)

く〉パス(新宿駅西口一早稲田、都立身体障害者センター前下車)

(高田馬場駅一九段下、都立身体障害者センター前下車) 
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